
模擬訓練実務研修会

被災宅地危険度判定士養成講習会

公益社団法人 全国宅地擁壁技術協会
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擁壁編
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7-①～④

石積崩壊による家屋損傷の恐れあり
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14-①～③
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変状等が著しく、当該宅地に立ち入る際は、時間・人数を制限するなど
十分注意が必要 変状が進行していれば避難も必要
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14-④～⑥
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７

沈下の変状が著しいため当該宅地に立ち入る際は、時間・人数を制限
するなど十分注意する。 変状が進行していれば避難も必要
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・宅地擁壁の定義での判定 7.0点

・宅地地盤の定義での判定 7.0点

⇛判定区分 「中」

⇛判定区分 「中」

要注意宅地

要注意宅地
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ご清聴ありがとうございました
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